
＜ 冬の生きもの観察速報 テントウムシの卵を見つけたよ!!＞
かんさつそくほう

まだところどころ雪も残る１/22、牛久二小４年生と近くの公園、そして休 耕 田を歩きました。時
きゅうこうでん

間をみて少しずつ紹 介していきますが、今回はすごいものを見つけてくれたので速報です。
しょうかい そくほう

休 耕 田の観察を始めていろいろな草の冬越しのようすを観察していましたが、しばらくして昆虫も
きゅうこうでん ふ ゆ ご

見つけはじめました。そして、「テントウムシがいたよ。」と見せてくれたのがこれ。ナナホシテント

ウですね。テントウムシのなかまは成 虫で冬を越すものが大部分で、ナミテントウは石の裏やわら巻
せいちゅう こ

の中などかげになるところで 10 数頭～数十頭の集団でかたまることが多いですが、このナナホシテ

ントウはけっこう寒さに強いのか、枯れ草の根もとなどで１（～数）頭でいることが多いようです。
か

それにしてもこの寒い中、よく見つけたなぁと感心していたら、こんどは「モンシロチョウの卵が
かんしん

あった～ッ！」と大きな声が･･･。いや、まさかと思いながら見せてもらったら、何とテントウムシの

卵でした。モンシロチョウならもっと小さく、必ずアブラナのなかまの葉に、そして一つずつはなれ

て産みますね。それにしても「テントウムシは成虫越冬」と先 入 観をもっていたので、びっくりしま
せいちゅうえっとう せんにゅうかん

した。でもナナホシテントウなら冬でも 暖 かい日には動きまわっているので、ありえないことではな
あたた

いのですね。ネットで調べてみましたらやはりめずらしいのかなかなか見つかりませんでしたが、

平塚市博物館のサイトにありました。http://www.hirahaku.jp/web_yomimono/tantei/mtstent.html
ひらつかしはくぶつかん

暖 かい日が続くとふ化する可能性が高いようですが、生まれてもエサがないので死んでしまうようで
あたた かのうせい

す。暖かい冬に困ってしまう生きものもいるのですね。 【理科支援員：宮内】
こま
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ナナホシテントウを見つけたよ！

(右はその拡 大 )
かくだい

石の裏にあったテントウムシの卵(左)とその拡 大(中)。土にも(右)
かくだい


